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蠢 め く"マ ッ シ ュ ル ー ム た ち"

一 『デ レ ック ・マ ホ ン詩 集1962-1978』

春 木 孝 子

1.マ ホ ン の評 価

同 じ く北 ア イル ラ ン ド出 身 で、 同 じ く60年 代 と い う歴 史 的 ・詩 的 環 境 に

育 ち、 詩 人 と して 出発 した もの の、 デ レ ック ・マ ホ ンは シェイ マス ・ヒー ニー

と比 べ、 詩 人 と して は随 分 知 名 度 が 低 い♂ 出 版 以 前 か ら期 待 が 高 ま り、 出

版 され る と 同 時 に詩 集 が売 り切 れ とな った よ うな ヒー ニ ー の 世 間 的 人 気 と評

価 は、 詩 の世 界 で は も と も と例 外 的 な もの と して しか たが な い に して も、 批

評家 や研 究 者 の世 界 で もマ ホ ンは そ の真 価 に価 す る妥 当 な 扱 い を 受 け て い な

いの は何 故 で あ ろ うか。 マ ホ ンの第m目 、 二 番 目、 三 番 目 の詩 集 、 『夜 航 』、

『九 生 』、 「雪 見 』 は、 い ま だ に絶 版 で あ り、 オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 出 版 が

1979年 に 出版 した 『マ ホ ン詩 集1962-1978』 で 選 ば れ た 詩 作 品 が 我 々

にマ ホ ンの これ ら三 詩 集 か らの詩 作 品 を読 む機 会 を与 え て く れ た こ と を 良 し

とせ ね ば な らな い状 態 が 長 い間 続 いて い た。1990年 に は、 ギ ャ ラ リー ・プ

レス とオ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 出版 の共 同 で、 マ ホ ンの第 一 ～ 三 詩 集 と 共 に 、

第 四 と五 番 目 の詩 集 『夜 の狩 り』(1982年)『 ア ンター クテ ィ カ』(1985年)

か らも対 象 に、 『マ ホ ン詩選 集』2が 出版 され たが 、 こ の詩 選 集 出版 の 遅 さ は、

その昔 同 じ く評 価 の 定 ま るの が遅 か った ブ ライ ア ン ・ムア が い た ず ら心 か ら

あ る ダ ブ リ ンの 本 屋 に入 って 「アイ ル ラ ン ド人 の作 家 ブ ラ イ ア ン ・ム ア の 本

は何 か あ るか 」 と尋 ね て 、 返 事 に 「カナ ダの 作家 の ブ ライ ア ン ・ム ア な らあ

る」 と いわ れ た とき に も匹敵 す る驚 き を私 は感 じて しま う。3と す る と、 批

評 家 た ち が マ ホ ンの詩 を取 り上 げ る回数 が ヒー ニ ーの 詩 と は格 段 の差 で あ る

の も、 仕 方 の な い こ と なの だ ろ うか。(ち な み に、 『ア イル ラ ン ド大 学 文 学 評

90
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論 』 のIASAIL文 献 目録 の個 人 名 別 で調 べ る と、 『詩 選 集 』 が 出 版 さ れ た

1990年 か ら1994年 の 間 の 評論 の数 の総 計 は、 ヒー ニ ー に関 す る も の75点

にた い し、 マ ホ ンは12点 しか な い。)

II.詩 人共 同 体

詩 人 マ ホ ンの友 軍 と も、 ま た詩 人 共 同 体 あ る い は彼 自身 の投 影 と も呼 べ る、

詩 人 た ちや 芸 術 家 へ の頻 繁 な言 及 が、 一 般 読 者 に と って は敷 居 の 高 さ と感 じ

られ る のだ ろ うか。 『マ ホ ン詩 集 』 中 に 見 え る名 前 だ け を み て も、 フ ラ ン ス

の文 学 者 た ち で は、 ヴ ィ ヨ ン、 ネ ル ヴ ァル、 ジ ャ コテ ッ ト、 コ ル ビェ ー ル、

ラ ンボ ー、 ギ リシア人 で は カ ヴ ァ フ ィ、 中国 人 の李 白、 日本 か らは 芭 蕉 と鴨

長 明、 が挙 げ られ る。 そ して ア イ ル ラ ン ドか らは、 現 代(マ ッ ク ニ ー ス、 ベ

ケ ッ ト)の み な らず ア イ ル ラ ン ド語 時代 の文 学 者 の名 が 直 接 あ る い は 間 接 的

に 名 を 連 ね て い る。 直 接 的 に は 、 ア ン トニ ー ・ オ ラ フ タ リー("IAm

Raftery"p.50)だ けだ が 、 間 接 的 に はイ ー ガ ン ・オ ラ ヒ レ("Teachingin

Belfast"p。31)、 ま た 中世 ア イ ル ラ ン ド文 学 「ブ ウ ィ レ ・ス ウ ィ ヴ ネ」 の 、

王 で あ り詩 人 で もあ っ た主 人 公 ス ウ ィー ニー("AsItShouldBe"p.46)が

あ る。 さ らに引 用 され て い る詩 人 や詩 、 あ るい は、 音質 、『音 色 、 調 子 、 隠 喩

な ど の技 法 の影 響 に至 って は、馳軽 重 はあ る もの の 多 種 多 様 で あ る。 芸 術 上 の

この国 際 性 と重 な り合 うの は、 生 活 上 の 国 際 性 で 、 住 処 の 移 動 の 幅 と頻 度 が

それ を物 語 っ て い る。 ベ ル フ ァー ス トに生 ま れ 、 ダ ブ リ ン大 学 ト リニ テ ィ ・

カ レ ッジで 勉 学 、 その 期 間 中一 年 間 パ リ大 学 ソル ボ ンヌで 学 ん で い る。 トロ

ン ト及 び ボ ス トンに滞 在 後 、 ロ ン ドンに居 を構 え、 そ の後2年 程 再 び 北 ア イ

ル ラ ン ドに住 ん だ あ と、 再 び イ ギ リス に戻 って い る。 人 生 は旅 と い う趣 だ 。

人生 も芸 術 も どち らの面 に お い て も国 際 的 と い う言 葉 で カ バ ー で き そ うな の

だ が 、大 事 な点 は両 面 と もに 「多様 性 、 多 義 性 の持 つ 意 義 の追 求 」 と い う方

向性 を持 って い る こ とだ と私 に は思 え る。 そ れ は、 偏 狭 性 の 忌 避 と も、 一 義

性 に対 す る不 信感 と も、 あ るい はま た精 神 の 自 由 と も言 い換 え られ る。 そ の
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結果マホンの詩は、実に微妙ないくっかの"求 心点"を 持っ ものになって い

て、一見、読者の代弁者という支持を得にくくしているのかもしれない。

例えば 「北アイルランドのプロテスタント」 という一元的な レッテルを貼

られること、 あるいは歴史的圧力を拒否するという方向性がある。歴史的で

地理的な共同体ではなく、同じ自由を持つ詩人や芸術家たちの共同体 の一員

であるという意識である。4し かし、一方でマホ ンの態度 はもう一っの可能

性への思考、っまり生まれ故郷 という一つの場所に定住 しその歴史を分かち

合 うという可能性への思考、をはらんでいるものであり、「春期休暇」 の最

後のスタンザはそのことを示唆 している。

One part of my mind must learn to know its place. 
The things that happen in the kitchen houses 
And echoing  back-streets of this desperate city 
Should engage more than my casual interest, 
Exact more interest than my casual pity.  (p.  4)  5

このスタンザでは、もう一つ別の可能性への思考 は義務感(「 知 り始 めなく

てはならない」、「占めるべきだ」、「要求すべきだ」)や罪悪感(「 僕の気楽な

興味」、「僕の気楽な哀れみ」)か ら来る 「この絶望的な街」生まれ故郷ベル

ファース トに対する知的で、距離を置いた思考に見ることができる。 と同時

にマホンの多様性追求は 「言葉」に置ける多様性でもある。 まず、「興味」

の後にコンマがあることで、「要求する」の主語 は 「物事」 でもあって 「物

事が要求する」 という意味 にもなる。 また、最終行 の 「興味」 は地 口で、

「利息」でもある。とすると、「僕の心の一部」での思考であるかのようにス

タンザは始まりなが ら、実は最終行はあくまでも独立 して主張を始めていて、

その余韻をひきず った形で我々読者には理解される。最後は繰り返 しのパター

ンであ りなが ら、そうではないのである。確かにマホンは距離を置いた視点

を持っが、それは必ず しも冷たい視点ではなく、現実主義者 らしく経済上の

関係に置き換えてセンチメンタリズムを排除 してはいるものの、 その視点は
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選択とはいえない結び付 きを内に含んでもいる視点 でもある。「この絶望的

な街」の台所や裏通りが要求することを聞き取れるのは、通 りすが りの者で

はないのだから。6

III.「 雪 見」

た ま た ま生 を 受 けた 場 所 で あ る とは い え、 故郷 と言 え る 場 所 に 対 し て これ

だ け の距 離 を 置 くこ とが 出 来 る と い う こ と は、 ま た、 旅 行 者 の ごと き冷 た さ、

鋭 さ、知 性 を 含 ん だ 視 線 を持 っ こ とが 出 来 る とい う こ とで、 そ れ は ア イ ル ラ

ン ドに対 す る歯 に衣 着 せ ぬ観 察 そ して 言 葉 とな って い る。 この 側 面 も ま た 、

ア イル ラ ン ドで 多 くの読 者 を引 き寄 せ ない 原 因 とな って い る の だ ろ う。

嫌 悪 の対 象 と な る の は、 プ ロ テ ス タ ン トの 考 え の凝 り固 ま った過激 派 で あ っ

た り、("God,youcouldgrowtoloveit,God-fearing,God-/chosen

puristlittlepuritanthat,""God,youcoulddoit,God/helpyou,

standonacornerstiff/withrhetoric,promisingnothingunderthe

sun.""Ecclesiates",p.31)あ る い は、 殺 人 者 一多 分IRAか らの 追 放 者 を

殺 す もの 一 に代 表 さ れ る人 々 の思 考 ・行 動 で あ った りす る。("Thisisasit

shouldbe./Theywillthankusforitwhentheygrowup/toa

worldwithmethodinit""AsItShouldBe",p.46)こ れ らの 人 々 に は

一 元 的 な考 え方 しか な い。 言 葉 は硬 直 し、 言 葉 の意 味 は限 定 さ れ 、 そ れ ゆ え

思 考 も行 動 もます ま す偏 狭 な もの と して固 定 化 す る。 こ こで 用 い られ て い る

「神 」 と い う言 葉 は頻繁 に反 復 され る こ と に よ り、 話 し手 や 特 定 の グ ル ー プ

内 に お け る限定 され た意 味 を もっ言 葉 にす ぎな い もの に な っ て い る。 殺 人 も

「こ れ で い い の だ 」 で か た ず け られ る し、 子 供 た ち が成 長 して い く世 界 は

「そ こに決 ま ったや り方 」 の あ る厳 しい掟 の世 界 で あ る。

We hunted the mad bastard 

Through bog, moorland, rock, to the star-lit west 

and gunned him down in a blind yard
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Between ten sleeping lorries 
and an electricity generator.  (p.  46)

この 最 初 の2行 は、 中世 ア イ ル ラ ン ド文 学 「ブ ウ ィ レ ・ス ウ ィ ヴ ネ 」(「 狂 え

るス ウ ィニ ー」)の 世 界 で あ る。 キ リス ト教 の 司 祭 に 対 して 傲 慢 で 冒 涜 の 行

為 を働 い た た め に、 罰 と して鳥 に変 え られ ア イ ル ラ ン ド中 を 追 い か け られ 休

む間 もな か った王 で あ る。 鳥 の姿 で悲 惨 な逃 避 行 を続 け る の だ が 、 権 威 に は

屈 せ ず 心 は 自 由 で、 詩 人 で あ った。 「これ で い い の だ」 とい う この詩 に ス ウィ

ニ ー の姿 が 投 影 さ れ て い る こと の意 味 は大 き い。

ま た非 難 の対 象 とな る の は、 書 簡 詩 「ハ ウ ス ・ヘ ッ ドの か な た に」 で 描 か

れ る ア イ ル ラ ン ド共 和 国 に お け る ブ ル ジ ョ ワ 的 生 き 方 で あ る。("Whose

smokelessclaritydistils/Achisel'sechointhehills/Asifsome

Noah,weather-wise,/Couldreadadelugeinclearskies./Butnoth-

ingrufflesthewind'sbreath:Thispeaceisthesweetpeaceofdeath

/Orl'outre-tomb."p.55)「 この平 和 」 が 指 し示 して い るの は ベ ッ ド ・掃 除

機 ・コサ ンガ ガ ス ・パ ン箱 ・自動 車 の座 席 ・ス タ ウ トビー ル の木 箱 な ど 日常

生 活 の もろ も ろの物 達 で あ り、 家 庭 生 活 の ほ こ りか ら離 れ て 外 に 出 て も何 も

この平 和 を乱 す もの の な い、 内 も外 も 「死 」 に類 似 した麻 痺 した 平 和 が あ る

の み で あ る。 繰 り返 され る 「澄 ん だ」 「き れ い な 」 と い う言 葉 は 沈 滞 と い う

意 味 に変 容 して しま い、 自然 の息 吹 で あ り霊 感 の源 で あ る風 の そ よ ぎ を か き

たて る も の の な い、 淀 みが 全 体 を支 配 す る。 そ して 北 ア イ ル ラ ン ドの プ ロ テ

ス タ ン トのす さん だ生 き方 も同 じ書 簡 詩 体 で 書 か れ た 「冬 の 海Jで 非 難 の 対

象 とな る。7

Portstewart, Portrush,  Portballintrae  — 

Un beau pays mal  habite, 

Policed by rednecks in dark cloth 

and roving gangs of tartan youth. 

No place for a gentleman like you.
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The good, the beautiful and the true 
Have a tough time of it; (p. 110)

「監視 されて」という言葉は、敵対する二っのグループの緊張関係が市民生

活に浸透 していることを明確にする。まさしく、「住んでいる人々が問題あ

り」なのである。「国の腐っている何かが無垢なものたちを汚染」 し、「地獄

の様相を呈す る沈滞地域」に持ち込まれた敵意が魂を破滅させ、 この空気が

「日常生活に忍びより、夫を妻か ら引き裂 く」。 どちらの詩 も親 しい友人あて

という書簡の形式を取 っていて、その批判は手厳 しい。

しかし、 この2つ のスタンザには批判の対象 とか らむように別の要素が存

在する。それは問題ありの人々を囲む自然である。

The sea in winter, where she walks, 
Vents its displeasure on the rocks. 
The something rotten in the state 
Infects the innocent. The spite 
Mankind has brought to this infernal 
Backwater destroys the soul; 
It creeps into the daily life, 
Sunders the husband from the wife. ( p. 111)

「美 しい」というのみならず、マホンの目と耳と嗅覚は、人 々の背景であり

ながら主人公でもあるような、人間を育 くんで来た太古の自然の力を捉えて

いる。「冬の装いの海は、岩にいらだちをぶっつけ」、「無垢の者達」 は人間

であっても自然に近い存在で、自然同様人間の行動 に汚 される。「人間」 と

いう言葉はこういう自然に対比される。「ハウス ・ヘ ッドのかなたに」で も、

不気味な天変地異の予感さえあるほどの沈滞 した空気に入 りこもうとして も

かき消されるだけであるが 「丘で響 く鑿の音は」存在するし、 そよとも吹き

入れることはできなくて も 「風の息吹」は存在 している。マホンの詩には荒

涼 とした人間世界の現実の様々な場面で、 これ ら自然が、人間に追 いや られ
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てしまいそうではあっても脈々とした美 しさを保 った存在 として感 じられる。

以上の書簡詩はどちらにおいて も詩人は厳 しい現実の前 で無力を感 じてい

て詩全体は暗 く沈んだ懐疑的 トーンに支配されているのであるが、言葉が現

実を変化 させ うる手ごたえとしてかいま見 られる瞬間がある。8

... One day, 
Perhaps, the words will find their mark 
And leave a brief glow on the dark, 
Effect mutations of dead things 
Into a form that nearly sings, 
Or a quiescent desuetude — (p. 113)

ため らいっっ も言葉が意味を持つ希望の瞬間があることを予見する。言葉が

見いだすのは 「束の間の明り」ではあるが、 しか し言葉は、 「亡 くな った物

達の変化を促 し、歌いだしそうな姿あるいは静ひっな廃止状態にす る」。 こ

の 「亡 くなった物達」 は人間がかなたに追いやった物達を思いだ させ る。 マ

ホンの端正で抑制の効いた文体は、常にベケットにも似た切 り詰めた文体へ

の嗜好 となっているが、 この最後 の複音節の華麗 な二っの言葉("aquies-

centdesuetude")は 反対の方向への力が働 き、言葉 自体 の持っ意味を越え

て、何かの新 しい始まりを感 じさせている。この効果は、マルコム・ローリー

のよく非難される、書き過ぎの気味ある派手で装飾過多の華麗な文体 を弁護

したマホンの言葉と重なり合 う。 ロー リーのような文体は機能を持 っている

のであり、めまいをおこすほど心を高鳴らせるものであり、 それ自身の意味

をもっているので、「伝えていることは絶望であるのに、文体が希望の歌を

歌 っている」のである。9

美 しい自然 と言葉の働きに対する希望が、 「雪見」 の詩で は技法と内容で

体現されている。切 り詰めて砥ぎ澄ました不純物を排除 した文体がイメージ

を支え、希望となっている。雪見の席に集まった人々の視線上にあるのは、

次の情景である。
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Snow is falling on Nagoya 

And farther south 

On the tiles of  Ky6to.

Eastward, beyond Irago, 
It is falling 
Like leaves on the cold sea. (p. 63)

空間の広が りは、まず南へ、次に東へと順を追 っていっているが,同 時に、

NagoyaとKyδtoの 二重母音[ou]が 呼応 し合 っていることと、Ky6toと

Iragoが 女性母韻で呼応 していることで、その広が りは同質の雪の広が りと

なっているである。野弱弓強格の多用と、二重母音及び長母音の繰返 しには雪

の降る様子の静けさと落ち着きがあり、「冷 たい海の木の葉のように」 の行

の内部韻("leaves"と"sea")は 、そのことを強調 している。空間の広がりと

静けさは、雪見客のいる家をも包んでいる。雪見という文化的行為の描写で

始まった 「雪見」の詩では、上で引用 した雪の情景 のあと、「どこか別のと

ころで」起 きている人間の野蛮行為が想起されている。その ことにより雪景

色の美 しさにはいつ汚 されるかわからないもろさがあることが伝わって来る。

この人間の現実の野蛮さと希望の提示の可能性の並立というマホ ンの詩的表

現は、「雪見」の詩にもっとも完成 した形で歌われていて、『マホン詩集1962

-1978』 の傑作の一っである。実際この詩 は、 この詩集では物理的に真中

に位置するだけでな く、 マホンの第3番 目の詩集のタイ トル詩で もある。

IV.蠢 め くマ ッ シ ュル ー ム た ち

しか し、 何 よ り もまず マ ホ ンの低 姿 勢 は、 マ ホ ン自身 の意 図 す る と こ ろ、

あ るい は、 望 み 、 あ る い は資 質 で あ る と思 え る。 基 本 的 に控 え 目 な 人 で あ る

と思 うが、 実 際 に抑 え た 口調 、 切 り詰 め た言 葉 使 い な ど は 、 『マ ホ ン詩 集 』

出 版以 来15年 経 っ た1994年 の ア メ リカ の ラナ ン基 金 の 特 別 研 究 員 だ っ た マ

ホ ンの イ ンタ ビ ュー の ビデ オ で見 る こ とが で き る。1°「ゆ た か な英 詩 の伝 統 の
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中 に 自身 の詩 が 「新 しい何 か」 を付 け加 え られ た らい い」 と、 あ く ま で も控

え 目な 口調 で マ ホ ンが発 言 して い る様 子 が 見 られ る。 しか し、 一 見 控 え 目 な

この発 言 は よ く考 え て み る と、 か な り野 心 的 と も言 え るの で あ るが 、 詩 形 式

に関 して は 「絵 画 贋 作 者 」 の話 し手 の秘 か な 自負 は マ ホ ンに もあ る と思 え る。

た だ し、 「技 法」 と 「内 容 」 は別 の もの で は な い こ と は 、 た び た び 『ジ ャ ー

ナ リズ ム』 の 中で 述 べ て い る こ とで あ る。 絵 画 の 贋作 者 の も らす 不 満 は、 マ

ホ ンの不 満 で もあ る の だ。("Now,nothingbutclaptrap/About`mere

technique'and`truevision',/Asiftherewereadistinction‐"「 今 や、

単 な る技 法 だ の 本 物 の 想 像 力 だ の とい うた わ事 ば か り。 違 いが あ る と で も言

うか の ご と くだ。」"TheForger",p.15)

ア カデ ミッ クな世 界 で の批 評 家 とな らず に、 新 聞 ・雑 誌 の 投 稿 で 身 を立 て

る とい うの も、 マ ホ ンの姿 勢 の表 わ れ で あ る。 あ くま で も本 流 と な らず 、 傍

流 に身 を置 く とい う姿 勢 で あ る。 脇 に外 れて い る と、 正 統 派 で あ る た め の あ

る種 の必 要 性 、 束 縛 か ら逃 れ られ る のみ な らず 、 物 事 を斜 め か ら見 られ る と

い う利 点 、 自 由が あ る。 しか も傍 流 は本 流 を 変 え 得 る。 わ き に外 れ て い る も

の は、 同 じ くわ き に反 れて い る もの、 追 いや られ て しま った もの 、 見 捨 て ら

れ た もの 、 埋 もれ た もの、 虐 げ られ た もの の 声 に な らな い う め き声 、 悲 鳴 を

聞 き分 け る。 必 ず し も本 来 の、 物 事 の あ るべ き姿、 理想 の 姿 が み え て くる わ

けで はな いが 、 共 感 は詩 人 マ ホ ンの 内 か らの 声 とな って、 これ らの も の に声

を発 せ しめ る。 時 を 超 え 国 境 を 越 え た 、 これ らの もの の声 な らぬ 声 が 満 ち 満

ちて い るの が 、 『マ ホ ン詩 集 』 の特 徴 で あ る。

「追 放 され た神 々」 で は、 語 り手 が 描 き出 す 追 放 さ れ た 場 所("It")が 、

「失 わ れ た 種 族 の 侘 し い 嘆 き」("Itsheltersthehawkandhears/ln

dreamstheforlorncriesoflostspecies"p.78)を 夢 の 中 で耳 に す る。

「ブ ル ー ス ・イ ズ メ イ の独 り言 」 の 最後 は、 本 人 の ま さ し く 「叫 び 」 に も似

た 嘆願 、 「僕 をあ な た が たの悲 しみの対 象 に入 れ て くれ」、で終 わ る。 ベル フ ァニ

ス トで造 船 さ れ た タイ タニ ック号 の所 有 者 で あ っ た ブ ル ー ス ・イ ズ メ イ は、
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沈 没 事 故 で 亡 くな った人 々、 失 った苦 悩 を 一 人 称 で 語 る。("Thenitis/I

drownagainwithallthosedim/LostfacesIneverunderstood.My

poorsoul/Screamsoutinthestarlight,heart/Breakslooseand

rollsdownlikeastone./Includemeinyourlamentations."p.33)

「ア ト リエ」 で も この絵 の外 、 現 実 世 界 で 起 き て い る苦 悩 を 反 映 して 、 こ の

絵 に描 か れ た机 、 油 布 、 天 井 の 裸 電 球 、 そ の フ ィ ラメ ン トな ど が 、 緊 迫 した

動 き と意志 に満 ち て い る。 な にか 行 動 を 起 こ しそ うだ が、 そ ん な こ と は 起 こ

らな い と詩 人 は否 定 す る。 絵 は外 の 世 界 を 大仰 に高 び し ゃ に糾 弾 して い る の

で はな い。 .この絵 が 支 配 す るの は 「震 え る静 け さ」 な の で あ り、 詩 人 が 魅 か

れ て い るの は そ の静 け さ な ので あ るが 、 しか し、 最 後 の ス タ ン ザ で は詩 入 の

内 な る声 が 上 が る。 「この部 屋 の時 折 の 絶 望 の 叫 び 、 そ れ は家 具 の 一 っ の 機

能 」 と。("Itsoccasionalcriesofdespair/Afunctionofthefurniture."

p.34)'

これ ち さ ま ざ ま の声 は、 神 に罰 せ られ て 鳥 とな り一 生 歌 を 歌 い続 け る女 性

を 取 り上 げ た 詩 、 「神 話 の人 物 」、 の 女 性 の 歌 と同様 胸 に迫 る も の が あ る。 詩

人 の 内 な る声 も、 彼 女 の歌 同 様,意 味 を持 つ と い う よ り 「愛 す る と き の 叫 び、

あ る い は、 悲 嘆 に くれ た鳴 咽 」 の よ うに、 言 葉 の な い声 な の だ。("Buther

songswerewithoutwords,/Orthewordswithoutmeaning‐/Like

thecriesofloveorthecriesofmourning."p.10)

時 を 超 え 空 間 を 越 え て 虐 げ られ た 運 命 を 終 え た もの た ち の 、 こ の世 へ の 恨

み 、 心 残 りを 想 い、 そ の 胸 の 叫 び を 言葉 で 視覚 化 す る の み な らず 、 見 事 な 詩

に したの が 「ウ ェ ック ス フ ォー ド州 の廃 屋 」 で あ る。 詩 は まず 詩 人 の 懐 疑 的

思 索(「 今 で も」 「か も しれ な い」)で 始 ま る。("Evennowthereareplaces

whereathoughtmightgrow‐"p.79)普 通 「考 え る 」 は 、"givea

thought"で あ るが 、 こ こ で は 「考 え 」 は 意 志 を 持 っ 主 体 で あ り、 考 え は

(自分 で)生 まれ て、 生 じて、 くる の で あ り、 詩 人 は一 歩 退 い て い る。 思 い

が い た る場 所 は、 ペル ーの 鉱 山、 イ ンデ ィ ア ン居 住 地 、 石 灰 岩 の裂 け 目、 そ
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して、 ウ ェ ック ス フォ ー ド州 の廃 屋 で あ る。 焼 け落 ちた ホ テ ル の地 所 奥 深 く

そ の廃 屋 は あ る。

Deep in the grounds of a burnt-out hotel, 
Among the bathtubs and the washbasins 
A thousand mushrooms crowd to a keyhole. 
This is the one star in their firmament 
Or frames a star within a star. 
What should they do there but desire? (p. 79)

風 呂桶 や洗 面 台 に混 じって 、 千 と い う数 の マ ッシ ュル ー ムが 闇 の な か で う ご

め き、 光 射 す 扉 の鍵 穴 の 方 へ と押 し寄 せ て い る。 これ らの マ ッ シ ュ ル ー ム は

視 覚 上 マ ッシ ュ ル ー ム に相違 な いの だ が 、 「押 し寄 せ て 」 と い う動 き に 人 間

に もか す か に似 た彼 らの 意志 が 感 じ られ る。 そ の感 じ は彼 らの 行 動 や 歴 史 を

詩 人 が 想 像 す る に っ れ て("Theyhavelearntpatienceandsilence",

"Theyhavebeenwaitingforus
..."(p.79),"Andonceaday,perhaps,

theyhaveheardsomething-"(p,80))ま す ます 強 くな って い く。 「彼 ら

が した 」 と い う繰 り返 しの文 構 造 が いっ の まに か詩 人 の想 像 と い う形 を 忘 れ

させ 、 彼 ら自身 の行 動 に感 じさせ て い る。 そ れ ゆ え次 の ス タ ンザ の 一 行 目 の

「死 」 は視 覚 で見 て い る マ ッシ ュ ル ー ム の 上 に、 マ ッ シ ュル ー ム の 形 を 取 っ

た こ こで 朽 ち果 て た 人 々 の思 い ・恨 み を重 ね合 わ せ る力 を持 っ。

There have been deaths, the pale flesh flaking 
Into the earth that nourished it; 
And nightmares, born of these and the grim 
Dominion of stale air and rank moisture. 
Those nearest the door grow strong  — 
'Elbow room! Elbow  room!  ' 

The rest, dim in a twilight of crumbling 
Utensils and broken flower-pots, groaning 
For their deliverance, have been so long 
Expectant that there is left only the posture. (p. 80)
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恨みが言葉 にならないマッシュルームたちのうめきを描いたこの最終4行 は、

最後の単語 「ポーズ」("theposture")で 永遠の時を閉 じ込めた一枚の絵 と

なっている。思いが言葉となったものたちよ り、「崩れか けた台所用品や割

れた植木鉢のかすかな光のなかでぼうっと姿をみせる残 りのものたちは、救

いをもとめて うめきはするが、待ち時間のあまりの長 さに今や残ったのはポー

ズだけ」であるものたちの持っ思いのほうに詩人はより気持ちを寄せ る。彼

らの苦悩はこの詩によって永遠の光を当てられた。

V.結 論

1970年 か ら1995年 に わ た って マ ホ ンが 書 い た批 評 の あ る種 の 集 大 成 と い

え る、 テ レ ン ス ・ブ ラ ウ ンの編 集 に な る 『ジ ャー ナ リズ ム』 が1996年 にギ ャ

ラ リー プ レス か ら出版 され た。 前 半100頁 は ア イ ル ラ ン ドの文 学 者 に つ い て

で、 特 に最 初 の60頁 は マ ホ ンが 大 き な影 響 を 受 け た と思 え る詩 人 ル イ ス ・

マ ッ クニ ー ス と詩 人 と して の サ ミュエ ル ・ベ ケ ッ ト、 そ して 小 説 家 の ブ ラ イ

ア ン ・ム ア の3人 につ いて 書 か れ て い る。 マ ホ ンが取 り上 げ た最 初 の3人 に

共 通 した興 味 深 い点 は、 ア イル ラ ン ド人 で あ りな が ら、 イ ギ リスや ア メ リカ,

あ るい は フ ラ ンスな ど に も足場 の あ った こ と、 ア イ ル ラ ン ドで の 評 価 が 海 外

に遅 れ た こ と、 そ して 最 も重 要 な こ と は、3人 と も 「聞 こ え な い音 」 に思 い

を馳 せ 、 聞 く耳 を持 っ て い た こ とで あ る。 また、 後半lio頁 に取 り上 げ られ

た 多 種多 様 の 文学 者 た ち に共通 す る こ とは、 マ ホ ンの基 準 か ら見 て 世 間 の評

価 が 不 当 に低 か った り、 十 分高 い評 価 を受 け て い な い とい う点 で あ る。 か れ

らの 作 品 に対 す るマ ホ ンの 評価 の視 点 は、 テ レ ンス ・ブラ ウ ンの 指 摘 す る と

お り、評 す る対象 か ら翻 って マ ホ ン 自身 の詩 の求 め る方 向 の 表 明 に もな っ て

い る。 『マ ホ ン詩 集1962-1978』 は、 そ の視 点 が見 事 に詩 と な っ て い る作

品 の 集 成 と言 え る。 マ ホ ンはべ ケ ッ ト自身 の言 葉 を借 りて ベ ケ ッ トの 優 れ た

詩 を褒 め讃 え た。 「詩 が本 当 の詩 で あ る か ど う か は,読 者 が そ の詩 こ そ 言 葉 に

な らな い 冒涜 を表 現 せ しめ た もの だ と感 じた と き分 か る。」 と。("apoemis
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poetry...in　 so　 far　as　 the　 reader　 feels　 it　to　have　 been　 the　 only　 way

out　 of　the　 tongue-tied　 profanity."　 ノournalism,　 P.53)

　 こ の 言 葉 を 借 り て 言 う な らば 、 マ ホ ン の 詩(poems)も ま た 、 言 葉 に な ら

な い苦 悩 や 恨 み を 持 っ,千 も の 数 の マ ッ シ ュ ル ー ム た ち に 代 表 さ れ る 自 然 、

物 、 人 々 の もが き の 「舌 を 縛 ら れ た 冒 涜 」 の 表 出 で あ る と 読 者 に 感 じ さ せ る

と い う点 で 、 ま さ し く べ ケ ッ トの 言 う詩(poetry)で あ る と 言 え よ う 。

注

1.こ の60年 代 最 初 にお け る二 人 の具 体 的 状 況 につ いて は、 エ ドナ ・ロ ング リー の 次
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詩 の手 直 し にっ い て は、PeterDenman,"KnowtheOne?InsolentOntology

andMahon'sRevisions",IrishUniversityReview(spring/summer1994)

を参 照 。

3.DerekMahon,journalism(Oldcastle,1996)p.77.

4.ア イ ル ラ ン ドと い う国 で の 歴 史 的 重 圧 に っ い て は 、SeamusDeane,Celtic

Revivals(London,1985),pp.159-160参 照 。

5.以 下 、 マ ホ ンの詩 の 引 用 はDerekMahon,Poems1962-1978,(Oxford:Oxford

UniversityPress,1979)に 依 る。

6.「 北 ア イ ル ラ ン ドの プ ロテ ス タ ン ト」 とい う出 自 の意 味 を 複 雑 に す る も う一 っ の

要素 に つ い て は 、KathleenShields,"DerekMahon'sPoetryofBelonging",

IrishUniversityReview(spring/summer1994),p.71を 参 照 。

7.こ の点 とマ ホ ンの 移動 に っ いて の 自 伝 的 事 実 は 、DillonJohnston,IrishPoetry

After/oyce(NotreDame,1985)PP・224-225に 詳 しい。

8.た だ し、 この二 っ の書 簡 詩 にっ い て、 この二 っ の要 素 の せ め ぎ 合 い が 詩 全 体 を 不
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安 定 な も の に して い る と して 批 判 的 な 批 評 家 も い る。JohnRedmond,"Wilful

Inconsistency:DerekMahon'sVerse-Letters",IrishUniversityReview(spring
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デ レ ック ・マホ ン詩 作 品 一 覧

『夜 航 』(Night-Crossing,OxfordU.P.,1968)

『九 生 』(Lives,OxfordU.P.,1972)

『雪 見 』(TheSnowParty,OxfordU.P.,1975)

『マ ホ ン詩 集1962-1978』(Poems1962-1978,0xfordU.P.,1979)

『夜 の 狩 り』(TheHuntbyNight,OxfordU.P.,1982)

『ア ン タ ー ク テ ィ カ』(Antarctic¢,TheGalleryPress,1985)

「マ ホ ン詩 選 集 』(SelectedPoems,TheGalleryPressinassociationwithOxford

U.P.,1990)

「ヤ ドー 湖 書 簡 』(TheYaddoLetter,TheGalleryPress,1992)

「ハ ド ソ ン河 書 簡 』(TheHudsonLetter,TheGalleryPress,1995)


